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瑠
璃
寺 

宝
泉
寺
の
千
体
仏 

隣
政
寺（
山
の
寺
）の
本
堂 

本
学
神
社 

萩
山
神
社
本
殿
・
荒
神
社
々
殿 

武
陵
地
一
号
古
墳 

　
武
陵
地
一
号
古
墳
は
、墳
丘
の
上

に
一
位
の
大
木
が
あ
り
、そ
の
下
に
秋

葉
山
大
権
現
の
石
塔
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
地
域
の
人
々
は
秋
葉
塔
の
塚
と

呼
ん
で
い
る
。こ
の
塚
が
一
躍
有
名
に

な
っ
た
の
は
、平
成
十
一
年
、奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
が
飛
鳥
池
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
富
本
銭
を
日
本
最

古
の
貨
幣
と
発
表
し
て
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
諏

訪
の
松
澤
義
章
が「
州
羽
国
古
陵
記
」

で
、ま
た
、明
治
四
十
年
頃（
一
九
〇

七
）小
川
昌
成
が
「
古
墳
分
布
図
略
」

に
て
紹
介
し
、早
く
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
た
古
墳
で
あ
る
。こ
の
古
墳
か
ら

は
、金
銅
製
六
窓
鐔
・
金
銅
製
切
羽
・

金
銅
製
鞘
金
具
・
金
環
・
鉄
鏃
・
丸
玉
・

須
恵
器
等
極
め
て
貴
重
な
遺
物
が

出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
資

料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

松
岡
古
城
跡 

吉
田
本
城
跡
・
古
城
跡 

　
吉
田
本
城
は
、吉
田
台
地
の
東

北
突
端
部
、胡
麻
目
沢
に
面
し
た

所
に
築
か
れ
た
天
然
の
要
塞
で
あ

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
戦
国
時
代
に

築
か
れ
た
城
跡
と
さ
れ
、本
丸
・
二

の
丸
・
出
丸
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
確
か
な
史
料
が
見
当
た
ら

な
い
の
で
推
測
の
域
を
出
て
い
な
い
。

伝
承
に
よ
れ
ば
、吉
田
殿
と
称
せ

ら
れ
た
吉
田
七
郎
氏
に
関
す
る
城

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

　
城
の
西
や
北
に
接
す
る
平
坦
地

に
は
大
角
坊
・
大
門
・
北
原
・
東
原

と
い
う
地
字
が
残
さ
れ
て
お
り
、

城
砦
地
名
と
関
係
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
吉
田
本
城
の
北
西
に

古
城
が
、南
側
に
南
城
が
あ
る
。こ

れ
ら
の
城
は
保
存
状
態
が
よ
い
ほ

う
で
あ
る
。 

光
明
寺
の
観
音
堂
・
黒
松 

安
養
寺
の
梵
網
経
上
下
二
巻 

小
沼
観
音
慈
照
庵（
仏
手
庵
） 

白
髭
神
社
の
社
宝 

　
現
在
の
本
殿
は
、天
明
四
年（
一
七
八
四
）諏
訪
の
宮
大
工
、立
川
和
四
郎

富
棟
に
依
頼
し
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
神
社
に
は
和
四
郎
自
筆
の
請
負
証

文
と
設
計
図
が
残
さ
れ
て
お
り
、建
築
や
彫
刻
と
と
も
に
長
野
県
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

　
彫
刻
は
龍
・
鳳
凰
・
鶴
亀
・
象
・
獅
子
・
松
竹
梅
：
：
：
鯉
の
滝
登
り
等
々
巧

み
に
配
置
し
変
化
の
妙
を
極
め
て
い
る
。 

　
こ
の
神
社
の
社
宝
と
し
て
受
継
が
れ
て
い
る
甲
冑
は
、初
代
座
光
寺
為

真
が
使
用
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
典
型
的
な
戦
国
時
代
の
具
足
と
さ

れ
、昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）に
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
の
鑑
定

と
指
導
を
受
け
、町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、現
在
は
町
の
資
料
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。 

 

畑
中
の
塚（
金
部
一
号
古
墳
） 

松
岡
本
城
跡 

山
吹
陣
屋
跡 

　
座
光
寺
氏
の
居
館
址
を
俗
に
山

吹
陣
屋
と
呼
ん
で
い
る
。
座
光
寺

氏
は
城
を
築
い
た
こ
と
が
な
く
、当

時
の
家
屋
敷
も
大
部
分
が
取
り

払
わ
れ
、現
在
は
畑
と
な
っ
て
い
る
。 

　
座
光
寺
氏
は
、応
永
年
間
（
一

三
九
四
〜
）座
光
寺
の
上
野
城
主

と
な
り
座
光
寺
姓
を
名
乗
り
、後

に
松
岡
氏
の
配
下
と
な
る
も
徳
川

に
密
訴
し
、松
岡
氏
は
改
易
と
な

る
。
そ
の
功
績
に
よ
り
上
州
大
竹

の
知
行
を
与
え
ら
れ
領
主
と
な
り
、

慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）山
吹
領

主
と
し
て
封
千
石
を
知
行
。そ
の
後
、

関
が
原
の
戦
い
の
功
に
よ
り
四
百

石
加
増
さ
れ
た
。 

 

高
森
南
小
学
校
の
桜 

橋
都
家
墓
地
の
槙
の
木
と
枝
垂
桜 

下
市
田
の
ヒ
イ
ラ
ギ 

大
島
山
の
獅
子
舞 

　
大
島
山
の
獅
子
舞
は
、伊
那
谷
の
獅
子
舞
の
源
流
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
舞
い
方
は
、京
都
あ
た
り
で
舞
わ
れ
た
舞
楽
系
の
舞
い
方
の
所
作
が

残
さ
れ
て
い
る
。
宇
天
王
の
舞
い
方
の
所
作
に
そ
の
基
本
が
座
っ
て
お
り
、

長
い
年
月
を
か
け
て
伊
那
谷
の
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。 

　
瑠
璃
寺
に
伝
わ
る
縁
起
書
に
は
、お
寺
が
出
来
た
頃
よ
り
獅
子
舞
が

行
わ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、国
立
文
化
財
研
究
所
の
芸
術
部
長
で
あ

っ
た
三
隅
治
男
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、享
保
の
頃（
今
か
ら
約
二
九
〇
年

位
前
）に
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
平
成
十
六
年
三
月
二

十
九
日
、長
野
県
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

 

牛
牧
の
義
士
踊
り 

竹
ノ
内
家
住
宅 

下
市
田
学
校
校
舎 

　
下
市
田
の
学
校
は
、筑
摩
県
の
永
山
盛
輝
權
令
が
視
察
に
訪
れ
、老

人
・
婦
人
の
寄
付
に
い
た
く
感
激
し
て
表
彰
さ
れ
た
学
校
。 

　
明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）三
月
焼
失
。
同
二
十
一
年
再
建
し
た
。
洋
風

建
築
に
唐
破
風
を
配
し
二
階
に
勾
覧
を
つ
け
、一
階
正
面
の
簡
素
な
虹
梁

と
相
ま
っ
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。 

　
二
階
建
て
の
校
舎
は
、村
内
の
大
工
に
請
負
わ
せ
た
が
玄
関
は
学
校
の

顔
と
し
て
、当
時
名
工
の
誉
れ
高
か
っ
た
木
曽
出
身
の
宮
大
工
木
曽
亀
こ

と
坂
田
亀
吉
に
依
頼
し
て
建
て
て
も
ら
っ
た
。 

　
最
初
は
萩
山
神
社
の
側
に
建
て
た
が
明
治
四
十
四
年
に
現
在
地
に
移

転
し
た
。
昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
）町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

 

吉
田
郷
蔵 

原
町
宿 

市
田
陣
屋
跡 

秋
葉
山
大
権
現
・
金
毘
羅
大
権
現 

惣
兵
衛
堤
防
跡 

　
諏
訪
湖
に
源
を
発
す
る
天
竜
川
は
、「
暴
れ
天
竜
」の
異
名
で
呼
ば
れ

る
ほ
ど
氾
濫
に
よ
っ
て
沿
岸
住
民
を
苦
し
め
て
き
た
。
特
に
有
名
で
あ
っ

た
の
が
正
徳
五
年（
一
七
一
五
）の
未
満
水
で
あ
っ
た
。 

　
飯
田
藩
で
は
、水
害
を
防
ぎ
、水
田
を
開
発
し
て
藩
の
財
政
を
豊
か

に
す
る
た
め
に
、天
竜
川
や
そ
の
支
流
に
川
除
堤
防
を
築
い
た
。
そ
の
代

表
的
な
も
の
に
下
市
田
に
築
い
た
惣
兵
衛
堤
防
が
あ
る
。
寛
延
元
年（
一

七
四
八
）藩
主
堀
親
長
、奉
行
黒
須
楠
右
衛
門
、工
事
担
当
者
、中
村
惣

兵
衛
。
技
術
優
秀
の
名
声
が
高
か
っ
た
中
村
惣
兵
衛
に
白
羽
の
矢
が
あ

た
り
、対
岸
な
ど
反
対
の
厳
し
い
条
件
の
中
で
完
成
し
た
の
で
、こ
の
堤

防
を｢

惣
兵
衛
堤
防｣

と
呼
び
、後
世
ま
で
語
り
継
ぐ
よ
う
努
力
し
て
き

た
が
惜
し
く
も
三
六
災
害
の
時
流
失
し
た
。 

 

高
森
町
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
瑠
璃
寺
は
、天
永
三
年

（
一
一
一
二
）比
叡
山
観

誉
僧
都
に
よ
っ
て
開
か
れ

た
約
九
〇
〇
年
の
歴
史
を
も
つ
古
い
お
寺
で
あ
る
。 

　
縁
起
書
に
よ
る
と
、観
誉
僧
都
が
地
域
の
教
化
の
た
め
に
こ
の
地
を
訪
れ
、

大
島
山
の
一
農
家
に
泊
り
、夢
に
薬
師
如
来
の
像
を
見
て
翌
朝
「
相
の
洞
」
に

薬
師
の
尊
像
を
見
て
お
堂
を
建
て
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。
そ
の
後
、無
住

の
時
代
も
あ
り
、場
所
も
変
わ
っ
て
い
る
が
、現
在
地
に
移
転
し
て
七
堂
伽
藍

が
立
並
ぶ
時
代
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
上
杉
・
武
田
の
祈
願
所
と
な
っ
て
い
た
が

天
正
十
年（
一
五
八
二
）織
田
軍
の
兵
火
に
あ
っ
て
全
焼
し
た
。 

　
薬
師
堂
前
に
植
え
ら
れ
た
地
主
桜
の
こ

と
や
青
獅
子
の
話
な
ど
お
寺
に
ま
つ
わ
る
古

い
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
る
。 

　
薬
師
三
尊
像
は
、藤
原
仏
と
し
て
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、観
音
堂
に

安
置
さ
れ
て
い
る
聖
観
音
立
像
も
同
じ
く

藤
原
仏
と
し
て
長
野
県
宝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
町
の
文
化
財
と
し
て
は
薬
師
堂
の
本

堂
・
紺
紙
金
字
摩
訶
波
羅
蜜
多
心
経
・
瑠

璃
寺
仏
画
関
係
六
点
の
多
き
に
及
ん
で
い
る
。 

 

　
本
堂
の
南
に
千
仏
堂
と
呼
ば
れ
て
い
る
お
堂
が
あ
り
、堂
内
に
は
千
体
仏

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
を
中
心
に
彩
色
さ
れ
た
十
五
〜

十
七
セ
ン
チ
前
後
の
仏
像
が
十
段
に
ぎ
っ
し
り
並
べ
ら
れ
て
い
て
実
に
壮
観
で

あ
る
。 

　
こ
の
千
体
仏
は
、山
吹
領

小
横
沢
に
あ
っ
た
帰
命
山
秋

岳
寺
で
木
食
上
人
・
但
唱
に

よ
っ
て
刻
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

木
食
上
人
と
い
う
の
は
、肉

類
や
五
穀
を
絶
ち
、木
の
実

や
草
な
ど
を
食
べ
て
修
行
し

た
高
潔
な
上
人
で
伊
那
谷

に
関
係
深
い
上
人
は
、弾
誓
・

但
唱
・
閑
唱
で
山
吹
や
大
島

に
は
こ
れ
ら
の
上
人
が
揮
毫

し
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の

掛
け
軸
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。 

　
平
成
十
七
年
高
森
町
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

 

　
光
明
寺
は
、寛
文
十
三
年（
一
六
七
三
）吉
田
村
に
あ
っ
た
日
蓮
宗
の
立
法

寺
を
移
転
し
て
建
て
た
お
寺
で
あ
る
。
江
戸
に
あ
っ
た
本
寺
感
応
寺
が
天
台

宗
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
の
に
従
っ
て
天
台
宗
と
な
る
。
本
堂
左
手
の
参
道
を

上
っ
た
正
面
に
観
音
堂
が
あ
る
。 

　
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）

に
建
て
ら
れ
た
観
音
堂
は

桂
の
材
を
使
っ
て
い
る
た
め
、

地
元
で
は
「
桂
堂
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。 

　
本
尊
は
白
衣
観
音
で
あ

る
が
、
堂
内
に
は
、
法
華
経

の
守
護
神
で
あ
る
三
十
番

神
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

中
央
自
動
車
道
の
開
通
に

引
っ
か
か
り
現
在
地
に
移
転

し
た
。
そ
の
際
黒
松
の
老
大

木
を
移
転
し
た
が
見
事
根

付
き
、町
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。 

　
松
岡
氏
第
九
代
貞
景（
道

山
心
公
）の
後
を
継
い
だ
の

は
、第
十
代
貞
政
で
あ
る
。

元
中
三
年（
一
三
八
六
）十

月
二
十
一
日
、父
の
三
十
三

回
忌
の
法
要
を
行
い
、
華

厳
経
・
般
若
経
・
法
華
経
な

ど
五
部
二
百
巻
を
印
刷
し

て
安
養
寺
へ
奉
納
し
た
。そ

の
後
、散
逸
し
て
し
ま
い
、

現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、梵

網
経
上
下
二
巻
だ
け
で
あ

る
。 

　
こ
の
二
巻
に
は
、貞
政
自

筆
の
亡
父
追
善
の
奥
書
が

な
さ
れ
て
い
て
、松
岡
氏
に
関
す
る
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
現
在

大
変
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、梵
網
経
の
表
紙
に
は
、特
に
貴
重
な
茶
昆
紙（
焼
い
た
骨
粉
入
り
の

日
本
紙
）が
用
い
ら
れ
て
お
り
、昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
）高
森
町
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

 

　
隣
政
寺
は
、安
永
年
間（
一
七
七
二
〜
）に
山
火
事
に
あ
い
、ま
た
、明
治
二

十
年（
一
八
八
七
）に
は
放
火
と
二
回
に
亘
っ
て
全
焼
し
た
。
現
在
の
本
堂
は

明
治
二
十
五
年
に
着
工
、二
十
七
年
に
竣
工
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
本
堂
は
、当
時
名
工
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
木
曽
出
身
の
宮
大
工
坂

田
亀
吉
に
依
頼
し
請
負
っ
て

貰
っ
た
。 

　
本
堂
向
拝
正
面
の
虹
梁
の

子
持
竜
や
左
右
の
蝦
虹
梁
の

上
り
竜
・
下
り
竜
な
ど
は
、す

ば
ら
し
い
彫
刻
で
あ
る
が
、こ

の
彫
刻
は
下
諏
訪
町
の
立
川

流
の
彫
刻
師
立
木
音
四
郎
種

清
の
作
で
あ
る
。 

　
種
清
は
、
立
川
二
代
和
四

郎
富
昌
の
弟
子
で
、姓
は
立
木

に
な
っ
て
い
る
が
、立
川
姓
を

名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た

程
の
逸
材
で
あ
っ
た
。
名
工
坂

田
亀
吉
の
最
後
の
仕
事
は
、隣

政
寺
の
本
堂
で
あ
っ
た
。 

 

　
小
沼
の
観
音
堂
は
、慈
照
庵
と
呼
ば
れ
て
い

る
が
、｢

仏
手
庵｣

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
尊
は
、

聖
観
音
で
あ
る
が
、そ
の
横
に
大
日
如
来
の
手

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
左
手
で
長
さ
六
十
二
セ
ン
チ

も
あ
る
大
形
の
も
の
。 

　
こ
の
仏
像
を
彫
っ
た
人
は
、木
食
上
人
の
但
唱

で
、天
正
九
年（
一
五
八
一
）攝
津
の
国（
大
阪

府
）に
生
ま
れ
、十
五
歳
の
時
木
食
上
人
但
膳
の

お
弟
子
と
な
っ
て
修
行
を
積
み
全
国
を
行
脚
し
て
信
濃
の
国
へ
や
っ
て
き
た
。 

　
寛
永
七
年（
一
六
三
〇
）に
上
伊
那
郡
赤
穂
に
安
性
寺
を
建
て
て
開
山
と

な
る
。
仏
像
二
万
体
を
彫
る
こ
と
を
発
願
し
て
山
吹
の
帰
命
山
秋
岳
寺
に
入

っ
た
と
い
う
。二
万
体
の
願
を
果
た
し
、一
丈
六
尺（
四
・
八
メ
ー
ト
ル
）も
あ
る

大
き
な
如
来
像
を
完
成
さ
せ
た
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
、山
吹
と
大
島
の
間
で

山
論
が
起
こ
り
、小
横
沢
の
秋
岳
寺

に
居
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
江
戸
の
芝

高
輪
に
帰
命
山
如
来
寺
を
造
っ
て
転

居
。
天
竜
川
を
船
で
下
し
た
が
、運
ぶ

途
中
片
手
を
落
と
し
た
も
の
を
地
元

の
人
が
拾
っ
た
と
い
う
。 

 

　
本
学
神
社
は
、国
学
の
四
大

人（
荷
田
春
満
・
賀
茂
真
淵
・
本

居
宣
長
・
平
田
篤
胤
）を
祀
っ
た

日
本
で
も
数
社
し
か
な
い
珍
し

い
神
社
で
あ
る
。
　 

　
平
田
篤
胤
没
後
の
門
人
は
、

全
国
で
三
七
四
五
人
、信
濃
六

二
七
人
・
伊
那
郡
三
八
六
人
と

伊
那
が
全
国
で
一
番
多
く
そ
の

中
心
は
山
吹
で
あ
っ
た
。 

　
本
学
神
社
の
社
宝
は
、四
大

人
の
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
愛

蔵
品
で
、御
霊
代
と
し
て
受
継

が
れ
、
現
在
資
料
館
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。 

 

①
荷
田
春
満
　
円
鏡
と
「
荷
田
東
麿
信
盛
宿
禰
命
」の
笏 

 

②
賀
茂
真
淵
　
短
刀
と
「
県
居
翁
霊
璽
」の
笏 

 

③
本
居
宣
長
　
鈴
と
「
秋
津
彦
美
豆
桜
根
大
人
」の
笏 

 

④
平
田
篤
胤
　
水
晶
玉
と
瑠
璃
玉
と
「
神
霊
能
眞
柱
大
人
」の
笏 

篤
胤
が
愛
蔵
し
た
「
太
陽
石
」
等
々
。
昭
和
四
十
五
年
町
の
文
化
財
に
指
定
。 

 

　
萩
山
神
社
は
、寿
永
年
間（
一
一
八
二
年
頃
）松
岡
氏
四
代
帯
刀
氏
が
諏

訪
大
明
神
を
勧
請
し
て
創
建
し
た
。 

　
次
い
で
鎌
倉
時
代
に
鶴
岡
八
幡
宮
の
神
霊
を
勧
請
し
て
諏
訪
神
社
に
合

祀
し
た
。 

　
萩
山
神
社
は
、弘
安
年
中（
一
二
七
八
〜
一
二
八
七
）と
寛
永
二
十
年（
一

六
四
三
）の
二
回
大
火
に
逢

い
焼
け
た
が
、承
応
二
年（
一

六
五
三
）に
再
建
し
た
。 

　
荒
神
社
は
、最
初
安
養
寺

の
守
護
神
と
し
て
下
市
田
字

大
庭
に
三
宝
荒
神
と
し
て
祀

ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
四
十

年
（
一
九
〇
七
）五
月
出
さ

れ
た
知
事
訓
令
に
よ
り
大
正

二
年
に（
一
九
一
三
）
神
社

を
統
合
し
、現
在
地
に
移
さ

れ
、祭
神
も
三
宝
荒
神
か
ら

素
戔
鳴
命
に
変
わ
っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
八
年
二
月
高
森
町

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。 

 

　
下
市
田
は
、下
伊
那
北
部
の
古
墳
密
集
地
で
あ
る
。
そ
の
最
南
端
に

位
置
す
る
所
に
金
部
一
号
古
墳（
畑
中
の
塚
）が
あ
る
。 

　
高
森
の
古
墳
の
中
で
は
最
大
の
直
径
を
有
す
る
も
の
で
、基
底
の
径

二
十
メ
ー
ト
ル
、高
さ
四
メ
ー
ト
ル
あ
り
、頂
上
の
平
地
に
は
金
山
大
神

ほ
か
の
小
祠
が
祀
ら
れ
て
お
り
、そ
こ
に
数
本
の
桜
・
梅
の
樹
が
植
え
ら

れ
て
い
る
。 

　
こ
の
古
墳
の
特
徴
は
、有
段
式
と
い
っ
て
鏡
餅
を
重
ね
た
よ
う
に
基
段

の
上
に
主
塚
を
築
い
た

も
の
で
、郡
下
で
は
座
光

寺
・
三
穂
に
見
ら
れ
る
位

で
あ
る
。
南
々
西
に
開
口

す
る
石
室
の
入
口
辺
り

に
は
土
止
め
の
石
垣
が

あ
っ
て
二
段
式
の
形
状
が

よ
く
わ
か
る
。
北
東
の
面

は
土
崩
れ
の
た
め
か
段
の

形
状
が
認
め
ら
れ
な
い
。 

　
多
く
の
副
葬
品
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
何

も
残
っ
て
い
な
い
。 

 

　
松
岡
本
城
五
の
堀
の

西
方
約
六
百
メ
ー
ト
ル

の
地
点
に
空
高
く
そ

び
え
て
い
る
杉
の
老
大

木
が
あ
る
。
こ
の
杉
を

夫
婦
杉
と
呼
び
、そ
の
一

帯
を
地
域
の
人
々
は
古

城
と
も
呼
ん
で
い
る
。
確

か
な
史
料
は
見
当
た
ら

な
い
が
、松
岡
氏
が
最
初
に
居
を
構
え
た
場
所
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
木
の
根

元
近
く
に
松
岡
氏
の
奥
方
の
供
養
塔
と
称
せ
ら
れ
る
「
雲
竜
院
殿
泰
室
瑞

安
大
姉
永
正
十
六
年（
一
五
一
九
）巳
卯
天
十
一
月
十
五
日
」
と
刻
ま
れ
た

石
塔
一
基
が
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、開
善
寺
の
過
去
帳
に
は
永
禄
五
年（
一
五

六
三
）と
な
っ
て
お
り
没
年
が

違
っ
て
い
る
。 

　
供
養
塔
建
立
の
際
に
夫
・
明

甫
正
哲
の
命
日
と
誤
り
刻
ま

れ
た
。
周
囲
に
は
空
堀
り
が
廻

ら
さ
れ
て
お
り
、当
時
の
面
影

が
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

　
松
岡
城
主
は
、陸
奥
の
安
部
貞
任
の
末
裔
が
平
安
朝
の
末
頃
、牛
牧
に
落

ち
延
び
て
来
て
古
城
に
住
み
、や
が
て
本
城
に
居
を
移
し
、五
百
年
に
わ
た
っ

て
勢
力
を
振
る
っ
た
が
、天
正
十
六
年（
一
五
八
八
）徳
川
家
康
に
よ
っ
て
改

易
さ
れ
た
。
改
易
さ
れ
た
た
め
か
、殆
ど
史
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

　
但
し
、城
址
の
保
存
状
態
は
極
め
て
よ
く
本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
・
東
惣

構
・
西
惣
構
等
原
形
を
と
ど
め
て
お
り
、長
野
県
に
お
け
る
中
世
の
城
跡
と

し
て
は
代
表
的
な
城

跡
と
さ
れ
て
い
る
。 

　
本
丸
は
城
内
の
最

東
端
に
あ
っ
て
眼
下
に

天
竜
川
を
望
み
、竜
東

及
び
伊
那
山
脈
を
一
望

で
き
る
景
勝
の
地
で

あ
る
。 

　
昭
和
十
七
年
長
野

県
史
蹟
に
指
定
さ
れ
、

戦
後
法
令
が
改
正
さ

れ
た
が
、昭
和
六
十
二

年
高
森
町
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
。 

 

　
高
森
南
小
学
校
と
い

え
ば
、
桜
の
学
校
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
伊
那
谷
で
は
桜

の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
桜

の
種
類
は「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」

で
あ
る
。 

　
桜
の
い
わ
れ
は
、そ
れ

ま
で
下
市
田
・
牛
牧
・
吉

田
の
三
ヶ
所
に
学
校
が
分

か
れ
て
い
た
も
の
を
統
合

し
て
唐
沢
原
の
現
在
地
へ

校
舎
を
新
築
し
た
。
当
時

の
南
校
舎
が
完
成
し
た
の

が
、昭
和
六
年（
一
九
三
一
）

高
等
科
の
生
徒
か
ら
順

次
統
合
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
東
の
校
門
か
ら
南
半
分
は
昭
和
六
年

か
ら
七
年
に
か
け
て
植
樹
し
、北
半
分
は
完
全
統
合
し
た
昭
和
八
年
に

植
樹
し
た
。 

　
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」の
寿
命
は
一
般
的
に
は
、五
十
年
か
ら
、六
十
年
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、南
小
の
桜
は
間
も
な
く
八
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

　
Ｊ
Ｒ
下
市
田
駅
か
ら
東
北
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
道
沿
い
に
県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
た
ヒ
イ
ラ
ギ
の
老
大
木
が
あ
る
。 

　
樹
齢
六
百
年
余
と
い
わ
れ
る
老
木
で
一
時
ほ
ど
樹
の
勢
い
は
見
ら
れ
な

い
が
、暖
地
性
の
常
緑
植
物
で
北
限
は
伊
那
谷
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
る
。 

　
葉
は
楕
円
形
で
鋸
の
歯

の
よ
う
に
細
か
く
切
れ
込

み
、と
げ
を
も
っ
て
い
る
。

葉
の
下
の
方
に
と
げ
が
あ

っ
て
上
に
い
く
ほ
ど
と
げ

が
な
く
な
る
と
い
う
。
伝

承
に
よ
れ
ば
、
上
沼
家
の

先
祖
は
但
馬
国
か
ら
だ
ん

だ
ん
移
っ
て
き
て
下
市
田

に
落
ち
着
き
松
岡
氏
の
重

臣
と
し
て
仕
え
、所
有
地

の
境
界
に
植
え
た
三
ヶ
所

の
う
ち
一
本
が
残
っ
た
の
み

で
あ
る
と
い
う
。 

 

　｢

頃
は
元
禄
十
四
年｣

に
始
ま
る
義
士
踊
り
が
、牛
牧
青
年
会
に
よ
っ

て
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、大
正
四
年（
一
九
二
五
）大
正
天
皇

即
位
の
大
典
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
と
い
う
。 

　
当
時
、
飯
田
の

荒
町
（
今
の
中
央

通
り
）に
来
て
い
た

旅
役
者
か
ら
こ
の

踊
り
に
出
て
く
る

セ
リ
フ
や
踊
り
の

所
作
を
習
い
、一
部

先
輩
が
創
作
し
た

も
の
を
付
け
加
え

た
も
の
と
い
う
。
平

成
十
八
年
高
森
町

登
録
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。 

 

　
竹
ノ
内
家
の
造
り
は
、桁
行
八
間
・
梁
間
七
間
半
の
切
妻
造
り
、妻
入

り
で
南
東
向
き
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

　
本
建
物
に
は
、幾
つ
か
の
特
色
が
あ
る
が
、中
で
も
正
面
の
梁
間
は
全

幅
に
わ
た
っ
て
大
梁
を

通
し
、妻
壁
は
白
壁
で

見
事
に
仕
上
げ
て
あ
る
。

家
の
内
部
は
現
在
南

東
隅
寄
り
に
一
室
と
土

間
を
と
り
他
は
桁
行

き
三
列
に
八
室
を
並
べ

て
い
る
。 

　
南
東
隅
の
馬
屋
と

風
呂
場
跡
を
一
室
に
、

北
東
隅
の
土
間
を
居

間
に
改
造
し
た
り
、炊

事
場
と
風
呂
場
を
付

け
加
え
て
あ
る
。
竹
ノ

内
家
は
、昔
は
中
塚
の

姓
を
名
乗
っ
て
い
た
。 

　
江
戸
時
代
年
貢
米
を
保
管
す
る
た
め
に
各
村
に
建
て
ら
れ
た
倉
を
郷
蔵
と
呼
ん
で

い
る
。
幕
府
直
轄
の
村
は
天
領
と
い
い
、そ
こ
へ
納
め
ら
れ
た
米
は
幕
府
の
倉
へ
、各

藩
に
属
し
て
い
た
郷
蔵
の
年
貢
米
は
各
藩
の
倉
へ
回
送
さ
れ
た
。 

　
最
初
の
う
ち
は
、年
貢
米
を
一
時
的
に
保
管
す
る
た
め
の
倉
庫
で
あ
っ
た
が
、江
戸
時

代
の
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
は
凶
作
の
年
や
災
難
に
備
え
て
穀
物
を
貯
蔵
す
る
事
に

も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江

戸
時
代
各
村
に
あ
っ
た
郷
蔵
も

取
り
壊
さ
れ
て
、現
在
残
さ
れ
て

い
る
の
は
吉
田
郷
蔵
と
下
市
田

郷
蔵
だ
け
で
あ
る
。
吉
田
郷
蔵
は

道
路
拡
張
に
よ
り
最
初
建
て
ら

れ
た
所
と
は
や
や
位
置
が
ず
れ

て
い
る
。 

　
下
市
田
の
郷
蔵
も
、
最
初
安

養
寺
前
の
大
庭
地
籍
、
次
に
下

市
田
学
校
地
籍
、現
在
は
払
い
下

げ
ら
れ
て
北
沢
家
の
個
人
所
有

の
倉
と
な
っ
て
い
る
。 

 

　
原
町
宿
は
、飯
田
の
伝
馬
町
と

大
島
宿
の
中
間
に
あ
る
伊
那
街

道
の
重
要
な
宿
駅
で
あ
っ
た
。
伊

那
街
道
は
中
山
道
の
脇
往
還
と

し
て
庶
民
に
と
っ
て
は
こ
と
の
ほ
か

大
切
な
道
と
し
て
利
用
さ
れ
に
ぎ

わ
っ
た
。
宿
駅
の
任
務
は
、旅
客
を

泊
め
た
り
、荷
物
の
運
搬
に
必
要

な
人
馬
を
継
ぎ
立
て
る
な
ど
大
事

な
役
目
が
あ
っ
た
。 

　
ま
た
、朱
印
や
証
文
を
携
え
て

無
賃
で
通
行
で
き
る
い
わ
ば
公
用

の
客
と
一
定
の
定
ま
っ
た
賃
銭
を
必

要
と
す
る
客
の
区
別
が
あ
っ
た
。 

　
原
町
宿
が
い
つ
設
置
さ
れ
た
か

確
定
で
き
る
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い

な
い
が
、天
正
二
十
年（
一
五
九
二
）飯
田
城
主
毛
利
秀
頼
が
市
田
の
問
屋
に
宛
て
た

触
状
が
出
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、こ
の
時
代
に
は
す
で
に
問
屋
が
開
設
さ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

　
奥
州
白
河
藩
（
福
島
県
）に
あ
っ
て
十
万
石
を
知
行
し
て
い
た
安
倍

播
磨
守
正
耆
は
村
替
を
命
ぜ
ら
れ
、弘
化
三
年（
一
八
四
六
）六
月
伊
那
郡

の
う
ち
一
万
三
千
八
百
余
石
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

　
原
町
に
陣
屋（
役
所
）を
置
き
、代
官
を
派
遣
し
て
、あ
ち
こ
ち
に
散
在
し

て
い
る
領
地
を
支
配
さ
せ
た
。
陣
屋
の
あ
っ
た
所
は
上
市
田
原
町
の
東
北
で

伊
勢
神
社
と
近
接
し
て
い
た
が
、慶
応
四
年（
一
八
六
八
）新
政
府
が
誕
生
、

伊
那
県
が
誕
生
す
る
に
及
ん
で
撤
収
さ
れ
陣
屋
関
係
で
現
在
残
さ
れ
て
い

る
も
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。 

① 

陣
屋
橋
　
② 

田
切
家
前
の
井
戸

③ 

陣
屋
を
取
巻
く
石
垣
　
④ 

窖 

⑤ 

稲
荷
社 

（
②
〜
⑤ 

現
在 

個
人
の

　 

所
有
） 

※
陣
屋
の
あ
っ
た
所
は
、掘
り
起
さ
れ

て
民
家
や
畑
に
な
っ
て
い
る
。 

 

　
牛
牧
十
王
堂
の
石
碑
群
の
中
で
一
際
目
立
つ
の
が
秋
葉
山
大
権
現
と
金
毘

羅
大
権
現
を
祀
っ
た
塔
で
あ
る
。
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
四
十
セ
ン
チ
、巾
一
メ
ー
ト

ル
五
十
五
セ
ン
チ
、厚
さ
八
十
五
セ
ン
チ
の
巨
大
な
碑
が
こ
れ
ま
た
横
幅
四
メ

ー
ト
ル
四
十
セ
ン
チ
、奥
行
三
メ
ー
ト
ル
三
十
セ
ン
チ
地
表
に
出
て
い
る
高
さ

四
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ

の
巨
大
な
台
石
の
上
に
据

え
ら
れ
て
い
る
。
台
石
の

広
さ
は
畳
で
数
え
る
と
約

十
畳
間
に
近
い
。 

　
高
森
町
に
は
一
つ
の
石

に
秋
葉
山
と
金
毘
羅
大

権
現
が
刻
ま
れ
て
祀
ら
れ

て
い
る
塔
が
二
十
一
基
あ
る
。

ま
た
、秋
葉
山
と
金
毘
羅

大
権
現
の
塔
が
別
々
の

石
に
刻
ま
れ
て
祀
ら
れ
て

い
る
の
が
八
組
あ
る
。
な

ぜ
同
一
の
碑
に
二
組
の
権

現
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
の

か
考
え
た
い
で
す
ね
。 

 

　
町
の
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、昭
和
五
十
四
年
三
月
南
小
学
校
の
道

を
隔
て
た
北
側
に
校
倉
造
り
の
建
物
を
模
し
て
竣
工
、同
年
十
一
月
に

開
館
し
た
。
尚
、平
成
十
二
年
三
月
に
新
館
「
時
の
駅
」
を
増
設
し
た
。

こ
の
場
所
は
、旧
市
田
村
役
場
の
跡
地
で
庭
の
樹
木
は
当
時
の
も
の
で

あ
る
。
考
古
・
歴
史
・
民
俗
の
三
部
門
で
発
足
し
た
が
、そ
の
後
郷
土
出

身
の
芸
術
家
の
作
品
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
手
造
り
の
資
料
館
を
目

指
し
て
実
物
や
模
型
の
展
示
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。 

　
第
一
展
示
室
は
、日
本
最

古
の
鋳
造
貨
幣｢

富
本
銭｣

コ

ー
ナ
ー
・
本
学
神
社
に
象
徴

さ
れ
る
国
学
関
係
コ
ー
ナ
ー
・

町
内
か
ら
出
土
し
た
縄
文

時
代
中
期
の
両
面
顔
面
把

手
な
ど
の
逸
品
等
々
を
展
示
。

第
二
展
示
室
は
町
内
か
ら
寄

贈
し
て
も
ら
っ
た
衣
食
住
に

か
か
わ
る
民
俗
品
、二
階
の

第
三
展
示
室
は
町
内
出
土
の

考
古
品
や
歴
史
関
係
の
資

料
が
展
示
し
て
あ
る
。 
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槙
の
木
は
、
和
名
「
ク
ヌ
ギ
」
と
い
い
、
ど
ん
ぐ
り
槙
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。
下
伊
那
は
ア
ベ
マ
キ
の
自
生
地
で
あ
る
が
ク
ヌ
ギ
の
自
生
は

見
ら
れ
ず
、こ
の
木
は
植
栽
と
考
え
ら
れ
る
。
高
さ
十
八
メ
ー
ト
ル
、

胸
高
幹
周
二
七
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
本
物
件
は
高
さ
、
太
さ
を
兼

ね
備
え
た
古
木
で
あ
る
。 

　
枝
垂
桜
は
、和
名
「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
」
と
い
い
、イ
ト
ザ
ク
ラ
と
も
い
わ
れ
る
。

橋
都
家
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、か
つ
て
屋
敷
近
く
に
あ
っ
た
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の

実
生
を
墓
地
に
植
え
た
も
の
で
、親
木
は
樹
齢
五
百
年
近
く
あ
っ
た
と
さ

れ
、現
在
の
サ
ク
ラ

も
二
百
年
を
経
過

し
て
い
る
。 

　
槙
の
木
・
枝
垂

桜
と
も
に
周
辺
の

景
観
上
、
歴
史
上

大
切
な
古
木
・
巨

木
で
あ
り
、
町
の

登
録
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。 
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